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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月21日(2008.11.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学像を電気信号に変換する撮像素子と、
　前記撮像素子から出力された画像信号をデジタル画像データに変換するＡ／Ｄ変換手段
と、
　前記デジタル画像データを色補間する色補間手段と、
　前記色補間手段により色補間されたデジタル画像データを輝度成分データと色差成分デ
ータとに分離する分離手段と、
　前記分離手段によって分離された輝度成分データと色差成分データの画像サイズを変換
する画像サイズ変換手段と、
　前記画像サイズ変換手段により生成された輝度成分データと色差成分データを圧縮して
圧縮データを生成する圧縮手段と、
を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記圧縮手段は、可逆圧縮することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記輝度成分を間引きせずに、色差成分データを間引きする間引き手段をさらに具備す
ることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記輝度成分データと色差成分データは、Ｙ、Ｃｂ、Ｃｒ信号であることを特徴とする
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請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記圧縮手段は、前記画像サイズ変換手段により生成された輝度成分データと前記間引
き手段によって間引きされた色差成分データを拡張ＪＰＥＧ形式により不可逆圧縮して拡
張ＪＰＥＧ圧縮データを生成することを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記画像サイズ変換手段により生成された輝度成分データと色差成分データが１２ビッ
トより大きなビット数のデータである場合、上位１２ビットは、前記拡張ＪＰＥＧ形式で
圧縮し、下位２ビットは全ての画素分のデータをまとめて格納することを特徴とする請求
項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記画像サイズ変換手段によって変換された輝度成分データと前記間引き手段によって
間引きされた色差成分データとのタイミングを調整してＲＧＢのベイヤー配列に再配列を
行う再配列手段をさらに具備することを特徴とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記分離手段によって分離された輝度成分データと色差成分データに画像処理を行なう
画像処理手段と、
　前記画像処理手段によって画像処理された輝度成分データと色差成分データに非可逆Ｊ
ＰＥＧ圧縮を行なったＪＰＥＧ圧縮画像データを生成するＪＰＥＧ圧縮手段と、
　前記圧縮手段によって生成された圧縮データと、前記ＪＰＥＧ圧縮手段によって生成さ
れたＪＰＥＧ圧縮画像データとを記憶媒体に格納する記憶手段とをさらに具備することを
特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項９】
　光学像を電気信号に変換する撮像素子から出力された画像信号をデジタル画像データに
変換するＡ／Ｄ変換工程と、
　前記デジタル画像データを色補間する色補間工程と、
　前記色補間工程において色補間されたデジタル画像データを輝度成分データと色差成分
データとに分離する分離工程と、
　前記分離工程において分離された輝度成分データと色差成分データの画像サイズを変換
する画像サイズ変換工程と、
　前記画像サイズ変換工程において生成された輝度成分データと色差成分データを圧縮す
る圧縮工程と、
を具備することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の画像処理方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のプログラムを記憶したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能
な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係わる撮像装置は、光学像を
電気信号に変換する撮像素子と、前記撮像素子から出力された画像信号をデジタル画像デ
ータに変換するＡ／Ｄ変換手段と、前記デジタル画像データを色補間する色補間手段と、
前記色補間手段により色補間されたデジタル画像データを輝度成分データと色差成分デー
タとに分離する分離手段と、前記分離手段によって分離された輝度成分データと色差成分
データの画像サイズを変換する画像サイズ変換手段と、前記画像サイズ変換手段により生
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成された輝度成分データと色差成分データを圧縮して圧縮データを生成する圧縮手段と、
を具備することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明に係わる画像処理方法は、光学像を電気信号に変換する撮像素子から出力
された画像信号をデジタル画像データに変換するＡ／Ｄ変換工程と、前記デジタル画像デ
ータを色補間する色補間工程と、前記色補間工程において色補間されたデジタル画像デー
タを輝度成分データと色差成分データとに分離する分離工程と、前記分離工程において分
離された輝度成分データと色差成分データの画像サイズを変換する画像サイズ変換工程と
、前記画像サイズ変換工程において生成された輝度成分データと色差成分データを圧縮す
る圧縮工程と、を具備することを特徴とする。
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